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横芝光町農業委員会３月第１２回定例総会議事録

１．開催日時 令和６年３月６日(水) 午後４時～午後４時３５分

２．開催場所 横芝光町役場 第３会議室

３．出席委員 （１２名）

会 長 ４番 伊藤 靖雄

会長職務代理者 ８番 伊藤 博明

委 員 １番 小川 文彦 ２番 川島 理昭

３番 永野 邦子 ５番 伊藤 直樹

６番 花澤 成晃 ７番 向後 隆輝

９番 鈴木 茂樹 １０番 下高原 美津子

１１番 伊藤 裕児 １２番 秋葉 芳明

４．欠席委員 なし

５．農業委員会事務局職員

事務局長 高宮芳宏

農政班長 布施裕章

６．議事日程

日程第１ 議事録署名委員及び会議書記指名の件

日程第２ 議案第１号

農地法第３条の規定による許可申請に対する許否決定について

日程第３ 議案第２号

農地法第４条の規定による許可申請に対する県への意見について

日程第４ 議案第３号

農地法第５条の規定による許可申請に対する県への意見について

日程第５ 議案第４号

令和５年度第１２次農用地利用集積計画（案）の承認について

日程第６ 議案第５号

農地法第２条第１項に規定する農地に該当しないことの判断につい

て
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７．会議の概要

事務局 これより、令和６年３月第１２回農業委員会定例総会を開会し

ます。

はじめに伊藤会長よりご挨拶を申し上げます。

会 長 （伊藤会長挨拶）

事務局

ありがとうございました。

本日、ご多用のところご臨席いただきました佐藤町長から、ご挨

拶をいただきます。

（佐藤町長あいさつ）

事務局

議 長

ありがとうござました。佐藤町長におかれましては、公務のため、

ここで退席となります。

本日の出席委員は、全員です。過半数が出席していますので、会

議規則第６条の規定により、本総会は成立しております。

それでは会議規則第４条の規定により、以後の議事進行につき

ましては、伊藤会長に議長をお願いいたします。

これより議事に入ります。

日程第１ 議事録署名委員及び会議書記の指名を行います。会

議規則第１３条第２項の規定により、議長が指名することで、ご異

議ございませんか。

（異議なしの声）

ありがとうございます。異議なしの声がありましたので、指名を

いたします。

２番 川島 理昭委員、９番 鈴木 茂樹委員 お二方にお願

いします。

会議書記にはいつもどおり事務局の布施班長を指名いたします

のでよろしくお願いします。

続いて日程第２ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可
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事務局

申請に対する許否決定についてを上程します。事務局に議案の朗

読並びに説明をお願いします。

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許否

決定について

農地法第３条による許可申請書が提出されたので本会の議決を

求める。

令和６年３月６日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 靖雄

次のページをご覧ください。

今回の３条の許可申請は、３件です。

なお、譲受人と譲渡人は資料に記載のとおりです。

申請地の位置図を添付していますのでご覧ください。

１件目は、於幾字南前の田１筆、９９９㎡です。

申請地は、譲渡人がまとまって所有する農地から離れており、

耕作しにくいという申出があり、申請地の近辺を耕作する譲受人

がこの要望を受けることから、売買により所有権移転をしようと

する申請です。申請地では水稲の作付を予定しています。

２件目は、木戸字十九割の田２筆、３，３３２㎡、字二十割の

畑２筆、２，８３８㎡、合計４筆、６，１７０㎡です。

譲受人及び〇〇〇〇の代表取締役を務める、〇〇〇〇が、法人の

事業内容の移行に伴い、これまで借受けていた〇〇〇〇から、新規

で営農を開始する、〇〇〇〇へ借受先の変更の申し出により、〇〇

〇〇（譲渡人）と賃借権の設定しようとする申請です。申請地は、

以前のまま作付することとしており、申請地では水稲、又ねぎの作

付を予定しています。

３件目は、上原字辺反田の田３筆、５，２２２㎡、目篠字新堀

前の畑１筆、８７０㎡、合計４筆、６，０９２㎡です。

本件は、譲渡人が、子である譲受人へ後継者として農業経営

を引き継ぐため、贈与により所有権移転をするものです。申

請地では水稲、又ねぎを作付しています。

以上、議案第１号の説明でございます。
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議 長

５ 番

議 長

ありがとうございました。ただいま議案第１号の説明並びに朗

読が終りました。はじめに１件目の案件については、大総地区、私

が担当委員となりますので、説明をいたします。

本件は、譲受人の自宅から離れている農地のために、耕作不便で

あるとの申し出がありまして、近辺を耕作する譲受人がこの要望

を受け、売買により所有権移転をするものです。現地を確認したと

ころ耕耘してあり、ほ場状態は、問題ないと思われます。

説明が終りましたので、１件目の案件についての質疑を許しま

す。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、１件目の案件についての

採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を

求めます。

（挙手全員）

全員賛成、ありがとうございました。よって１件目の案件につい

ては、原案のとおり決定いたしました。

次に、２件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

５番 伊藤です。譲受人は、新規での賃借権の設定となります

が、譲受人は以前から借り受けていた法人と同じ代表者であるた

め、これまでと同様に耕作することができます。現地を確認したと

ころ耕作してあり、問題ないと思います。よろしくお願いします。

ありがとうございました。説明が終わりましたので２件目の案

件ついての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、２件目の案件について

の採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって２件目の案件については、原案のとおり決定い

たしました。
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７ 番

議 長

事務局

続いて、３件目の案件について、担当委員の説明を求めます。

７番 向後です。本件は、後継者として農業経営を引き継ぐた

め、譲受人の子へ、贈与により所有権移転するものです。現地を確

認したところ耕作してあり、問題ないと思います。よろしくお願い

いたします。

ありがとうございました。説明が終わりましたので３件目の案

件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、３件目の案件についての

採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって３件目の案件については、原案のとおり決定い

たしました。

続いて、日程第３ 議案第２号 農地法第４条の規定による許可

申請に対する県への意見についてを上程します。

事務局に、議案の朗読並びに説明をお願いします。

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する県へ

の意見について

農地法第４条による許可申請書が提出されたので本会の意見を

求める。

令和６年３月６日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 靖雄

今回の４条の許可申請は、１件です。

なお、申請者は資料に記載のとおりです。

申請地は、新島集会所の南へ約３００ｍの位置にあります。

本施設は「営農型太陽光発電設備」であり、再生利用可能エネル

ギーの導入の促進を図る観点から農林水産省農村振興局長通知に

より一時転用許可が得られるものとなっております。
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議 長

本施設は、平成２８年７月１４日に一時転用許可を得て設置し

ており、令和元年６月２５日に１度目の満了、令和４年６月２４日

に２度目の満了を迎えております。この時点で栽培している「落花

生」の収量が低下していたため、土壌改良を行う旨の改善計画書を

提出し、県から令和５年５月２９日までの１年間の再許可を得て

おりました。通常であれば３年間の一時転用許可が得られる見込

みでありましたが、作物の収量低下があったため１年間の許可期

間となったところです。しかし、申請者は許可期間を通常の３年間

であると誤って認識しておりました。今回、一時転用許可期間を確

認したところ、期限切れであることに気づき、改めて３年間の一時

転用許可申請があったものです。申請者からは許可期限を失念し

ていたことの始末書が提出されております。

転用の面積については、２，０８４㎡のうち、支柱の設置面積０．

２７㎡となります。５１kw までの発電が可能な施設ですが、送電

側設備を低圧電力の範囲内とするため、４４kw に出力調整されて

います。

申請書に添付された営農計画書によれば、落花生をおよそ申請

地面積の半分の１，０４２㎡で作付けし単収見込みが１０ａ当た

り２１３kg、同様にソラマメが残り半分の１，０４２㎡の作付けで

単収見込みが１０ａ当たり６５３kg と報告されています。これは

地域の平均的な単収の８０％を超えていることから農林水産省農

村振興局長通知２（２）ウに定める「下部の農地における営農の適

切な継続が確実と認められること」に該当し、事業継続計画に問題

はないと考えられます。

ありがとうございました。ただいま、議案第２号の朗読並びに説

明が終りました。

本案件につきましては、一時転用の許可期間満了による期間更

新申請でありますので、担当委員の説明は省略します。

本案件についての質疑を許します。

私から質問ですが、始末書が提出されていることですが、期間が

空いてしまって、法的な、補完的な資料はなくてよいのか。始末書

が出されているので、それを承認していただければ良いのか。
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事務局

議 長

議 長

事務局

それでよいと思います。

ほかに質疑ありますでしょうか。

ないようですので、質疑を終了して、本案件についての採決を行

います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって本案件については、原案のとおり許可相当とし

て県知事に意見書を送付します。

続いて、日程第４ 議案第３号 農地法第５条の規定による許

可申請に対する県への意見について上程します。

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する県へ

の意見について

農地法第５条による許可申請書が提出されたので本会の意見を

求める。

令和６年３月６日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 靖雄

次のページをご覧ください。今回の５条の許可申請は新規２件

です。

譲受人と譲渡人はそれぞれ資料に記載のとおりです。

申請地①の土地は横芝字松本の畑１筆、７４㎡で、②が同じく横

芝字松本の畑２筆、１４０㎡で、合計２１４㎡となります。

転用の目的は、資材置場になります。

申請地の位置図、公図、土地利用計画図を添付していますのでご

覧ください。

申請地は文化会館から北へおよそ１０ｍの位置にあります。

譲受人は、長年左官業を営んでおり、知人である譲渡人所有の宅

地を賃貸で借りて左官道具一式を置いておりました。今回譲渡人

の事情があり土地の返却を求められたため、代替地の相談をした

ところすぐ隣である申請地の売却に応じてくれることになったた

め、本申請にいたったものです。
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議 長

１１番

議 長

議 長

事務局

周辺は市街化がすすんでおり、第１種住居地域の用途が指定され

ていることから、第３種農地と判断しました。

申請地は土地改良区の受益地外となっており、排水は雨水のみ

で自然浸透で処理します。隣接農地はありません。

転用期間は令和６年４月１５日から令和６年１０月３１日まで

を予定しており条件を満たしていると考えます。

ただいま、議案第３号の説明並びに朗読が終りました。

１件目と２件目の案件ですが、転用内容が同一のために、一括し

て審議を行います。まとめて担当委員の説明をお願いします。

１１番 伊藤です。本件は、地目は畑ですが、現在耕作しておら

ず、土地改良の受益地でもないことから問題はないと考えられま

す。よろしくお願いします。

説明が終わりましたので、１件目と２件目の案件についての質

疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので質疑を終了し、１件目と２件目の案件につ

いての採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって本案件については、原案のとおり許可相当とし

て県知事に意見書を送付します。

日程第５ 議案第４号 令和５年度第１２次農用地利用集積計

画（案）の承認について上程します。事務局に、議案の朗読並びに

説明をお願いします。

議案第４号 令和５年度第１２次農用地利用集積計画（案）の承

認について

農業経営基盤強化促進法等改正法附則第５条第２項の規定によ

りなおその効力を有するものとされる旧農業経営基盤強化促進法

第１８条第１項の規定により令和５年度第１２次農用地利用集積
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計画（案）が提出されたので、本会の議決を求める。

令和６年３月６日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 靖雄

次のページをご覧ください

今回の利用集積は、新規設定が７件、所有権移転が２件です。

利用権を設定する者と利用権設定を受ける者は資料に記載のと

おりです。

初めに新規設定です。設定する権利は、すべて賃借権です。

利用権を設定する農地ですが、

１件目は、新井字新田の田１筆、１，６００㎡、期間は約１０年

間です。

２件目は、小川台字坂ノ下の田１１筆、１１，６４９㎡、大谷原

の田２筆、２，４３８㎡、傍示戸字井戸向の田１筆、９６１㎡、

合計１４筆、１５，０４８㎡、期間は約１０年間です。

３件目は、小川台字坂ノ下の田１筆、４６９㎡、期間は約１０年

間です。

４件目は、小川台字坂ノ下の田１筆、２６１㎡、期間は約１０年

間です。

５件目は、小川台字寺崎の田１筆、５７１㎡、字熊落台の畑１筆、

１，４９２㎡、期間は約１０年間です。

６件目は、中台字宮台の畑１筆、３，２３１㎡、期間は約３年間

です。

７件目は、谷台字東耕地の田１筆、９６７㎡、期間は約３年間で

す。

続いて、所有権移転です。

１件目は、虫生字下堰の田１筆、９６８㎡、字増穂の田２筆、

２，０４２㎡、字堀合の田１筆、１，０２１㎡、合計４筆、４，０

３１㎡ 。

２件目は、屋形字善正田の畑１筆、１，１６１㎡。なお、本計画

（案）につきましては、旧農業経営基盤強化促進法第１８条第３項

の要件を満たしていると考えます。

以上、議案第４号の説明とさせていただきます。
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議 長 ただいま、議案第４号の朗読並びに説明が終りました。

はじめに、新規設定の案件についての審議を行います。

１件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、１件目の案件についての

採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって１件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。

続いて２件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、２件目の案件についての

採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって２件目の案件については、原案のとおり決定

しました。

続いて３件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して、３件目の案件についての

採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって３件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。

続いて４件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了して４件目の案件についての

採決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって４件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。
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続いて５件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、５件目の案件についての採

決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって５件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。

続いて６件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、６件目の案件についての採

決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって６件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。

続いて７件目の案件について、質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、７件目の案件についての採

決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって７件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。

次に、所有権移転の案件についての審議を行います。

１件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、１件目の案件についての採

決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって１件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。
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事務局

続いて２件目の案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、２件目の案件についての採

決を行います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって２件目の案件については、原案のとおり決定し

ました。

日程第６ 議案第５号 農地法第２条第１項に規定する農地に

該当しないことの判断について上程します。

事務局に、議案の朗読並びに説明をお願いします。

議案第５号 農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない

ことの判断について

農地法第２条第１項に規定する農地に該当しないことについ

て、本会の議決を求める。

令和６年３月６日提出 横芝光町農業委員会長 伊藤 靖雄

次のページからは、地区別に非農地判断対象予定の荒廃農地一

覧と位置図と、２月下旬に撮影しました現況の写真をご覧くださ

い。

国からの農地法運用通知に基づきまして、農業委員会総会の議

決によって再生困難な荒廃農地について非農地判断を行うもので

す。

荒廃農地としての判断基準は、山林や原野化する等農地に復元

することが困難である農地としています。対象となる農地につき

ましては、すでに委員の皆様に利用状況調査で現地を確認いただ

いた土地となっております。

全体として一番下の総計、田畑合わせて２７筆、１９，４７２

㎡、所有者数は１８名となっています。
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議 長

８ 番

議 長

１２番

議 長

１１番

議 長

非農地判断された土地につきましては、農地台帳を整理し台帳

から削除します。また、土地所有者に対して非農地通知を行いま

す。

なお、土地の登記簿の地目変更や土地改良関係の手続きに関し

ては、費用負担も含め、所有者自らが行うことになります。

以上、議案第５号の説明とさせていただきます。

ただいま、議案第５号の朗読並びに説明が終りました。

本案件について、担当委員の説明を求めます。

はじめに、１番から２０番までは、８番 伊藤委員お願いしま

す。

８番 伊藤です。屋形及び新島の非農地対象地は、現在原野にな

っており耕作が行われず、営農は困難な状況であることから、非農

地とすることはやむを得ないと考えます。よろしくお願いします。

ありがとうございました。続いて２１番から２４番は、１２番

秋葉委員お願いします。

１２番 秋葉です。栗山の非農地判断対象地は、現在樹木が繁茂

しており耕作が行われておらず、営農は困難な状況であることか

ら、非農地とすることに賛成です。よろしくお願いします。

ありがとうございました。続いて２５番から２６番までは、１１

番 伊藤委員お願いします。

１１番 伊藤です。鳥喰上及び古川の非農地判断対象地は、現在

樹木が繁茂しており耕作が行われておらず、営農は困難な状況で

あることから、非農地と判断します。よろしくお願いします。

ありがとうございました。最後に２７番は、１番 小川委員お願

いします。
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１ 番

議 長

１番 小川です。姥山の非農地判断対象地は、現在樹木が繁茂し

ており耕作は行われておりません。営農は困難な状況であること

から、非農地とすることに賛成です。よろしくお願いします。

ありがとうございました。昨年の現地調査の結果でございます

ので、以上のとおりの報告となります。

説明が終りましたので、本案件についての質疑を許します。

（質疑なし）

質疑ありませんので、質疑を終了し、本案件についての採決を行

います。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手全員）

全員賛成、よって本案件については、原案のとおり決定しました。

以上で提案されました議案の審議はすべて終了しました。慎重

審議ご苦労様でした。

事務局 以上をもちまして、令和６年３月第１２回農業委員会定例総会

を閉会します。


